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スタッフ紹介！！

中高生の活動レポート
施設利用については裏面へ＞＞＞
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ご挨拶

b-labでは、中高生たちがひと月以上の準備を重ねた夏の恒例イベント、
「夏フェス」を開催しました。 
一段と大きくなった中高生たちの背中を見ながら、彼らがこれから描く将来に、夢が膨らんでおります。

b-lab通信とは？
2015年4月1日にオープンした中高生向け施設「文京区青少年プラザb-lab」の運営や、活動をお知らせするため、
区内の中学校と高等学校の教員の皆様、及び地域の皆様に向けて発信する広報誌です。

「Cha!Cha!Cha!」 
Vol.10　9月発行!!

中高生スタッフ4名が中 
心となり、4月より取材・ 
デザイン・編集に取り組 
みました。第10号となる、 
今号のテーマは「10」。 
特集ページは、テーマに 
合わせた企画内容となっ 
ています。
生徒の皆さんに配布し
ていただくと共に、 
先生にもご覧いただけ 
たら幸いです。
＊『Cha!Cha!Cha!』は
毎年2回、文京区内の全ての 
中学・高校に配布している 
フリーペーパーです。
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ともさん>瀬川知孝
本年度よりb-labの副館長に就任いたしました、瀬川と申します。開館から4年、文京区の 
中高生にとってb-labが、新たなきっかけとなる「何か」に出会える場所であり、生き生き 
と自分らしくいられる場所となることを目指して、スタッフと共に日々運営にあたってきま 
した。同じく子どもの幸せを願う大人の一人として、先生方とご一緒に文京区の中高生た 

くお願い申し上げます

こんにちは!b-lab職員の西田です。b-labでは、「中高生スタッフ」の担当をしています。

。

とんちゃん>西田巴  

中高生スタッフは、中高生がb-labの施設運営について考えたり、
自分自身のプロジェクトを立ち上げ、取り組んだりしています。
活動を通して、同世代や大人との出会いと交流、挑戦を繰り返しながら、短期間で大きな 
成長を遂げる中高生たちを数多く見ています。中高生の無限の興味・関心と可能性を引 
き出すお手伝いがより多くできたら嬉しいです。

文京区青少年プラザ
ビーラボ
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詳しくは公式Webサイトへ
       http://b-lab.tokyo/

問い合わせ先：文京区教育推進部児童青少年課青少年係　担当：高田/Tel:03-5803-1186

b-labのフェスを、部活動やその他の日々の学内活動の発表の場として是非ご活
用ください。8月21日、22日に行われた「夏フェス」にも、ライブやダンスステージ
などで日頃の部活動の成果を発表する中高生たちの姿がありました。
次回のフェスは12月末頃を予定しています。

学内活動の発表の場としても活用してください！

b-labへ行く

住所：文京区湯島四丁目7番10号
アクセス：大江戸線「本郷三丁目」から徒歩8分
　　　　丸ノ内線「本郷三丁目」から徒歩10分

電話：03-5800-2731
千代田線「湯島駅」から徒歩8分
都営バス「湯島4丁目」から徒歩5分

「装飾部」
8月の館内装飾、及び夏祭当日に向けての館内装飾を担当。
館内を鮮やかに彩る赤い提灯や、中高生たちの目標を書き吊るしたうちわ、突如
b-labに出現し来館者を驚かせた、金魚が悠 と々泳ぐ川の演出など、様々な装飾で
b-labの祭りを演出しました。なかでも全長2mにもなる、神輿を模した大迫力の
装飾は、当日のフォトブースとして大人気でした。
夏祭前は、周囲を巻き込みながら、連日装飾作りに励んでいました。館内は文化

気をつくってくれました。
 「広報部」
夏祭の、ポスター作り、パンフレット作り、Twitterやb-labブログの更新、夏祭当日
の写真撮影など、b-lab夏祭に関する全ての広報作業を担当。
担当したのは、日頃中高生スタッフ広報チームとして「b-labたより」を作成してい
る3人の中高生でした。
3人という部員の少なさを物ともせず、コツコツとレベルの高い広報物を作りまし
た。また他部会にも取材を行い、読みごたえのある記事を書きました。
「広報部」は夏祭準備期間で記者・編集者としてより一層成長しました。これから
の「b-labたより」作成にも活かされると考えています。

 

「企画部」
夏祭当日のさまざまな企画を担当。
合唱チームなどが出演したオープニングは、最初から最後まで中高生だけで進
行しました。
またダンスやバンドの発表に使用したステージ機材のセッティングや照明・音
響のすべてを中高生が担当しました。
「b-lab食堂」では夏祭らしいやきそばと、ベビーカステラが振る舞われ、地域の
方々にも好評でした。その他、中高生自身が自分の興味のあることを10分間プ
レゼンする「ピンポイントプレゼン」や、チーム創設者が引退して初めての公演

企画で夏祭当日のb-labを沸かせました。

編集後記
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b-lab通信29号をお手に取っていただきありがとうございました。
22号よりb-lab通信の制作・編集を担当した渡邉、および28号より制作・編集と
デザイン変更を担当した文元は今号で卒業となります。
中高生たちの鮮やかな日常を切り取り、先生方にお伝えすることは、非常に貴
い業務であったと感じております。
これまでお読みいただき誠にありがとうございました。今後ともb-lab通信と
b-labを何卒宜しくお願い致します。

8月21・22日、b-labでは恒例の「夏フェス」を開催しました。今年はテーマを「夏祭」と題し、祭りに関連した企画や装飾を中高生の手でつくりあげました。
これまでにない新しいことに挑戦したり、これまで行っていたことをより良いものにしたり、中高生たちは史上最高のフェスを目指し、日々準備に励んでいました。
今回のフェスでは、中高生有志が「夏祭実行委員会」を結成し、「装飾部」「広報部」「企画部」の3部会に分かれ準備や運営を行いました。
各部が「中高生がつくるフェス」をモットーに、時に意見をぶつけ、悩みながら、熱い祭りをつくり上げていきました。
夏祭当日、b-labにはたくさんの笑顔の花火が打ち上がりました。
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